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●  日  時 平成２９年１１月５日（日） 10時30分～12時00分  

●  会  場 静岡県地震防災センター （静岡市葵区駒形通５丁目９-１） 

 

 

テーマ 『津波を知り、津波に備える』 
 
講 師 静岡地方気象台長 中村 浩二さん 
 

（講演概要） 

１１月５日は津波防災の日です。これは、1854 年の安政南海地震の際に、稲わらに火をつけて、

暗闇の中で逃げ遅れた人たちの命を救った「稲むらの火」の逸話にちなんで制定されました。 

「稲むらの火」の時代に比べて、現代は科学技術が進歩し、ハード面、ソフト面で津波対策は進

みましたが、未だ私たちは津波の脅威にさらされています。あらためて、津波について知っていた

だき、津波から命を守る備えをしていただきたいと思います。 

なお、あわせて１１月１日から運用開始される「南海トラフ地震に関連する情報」についての説

明も行う予定です。 

 

  



講演要旨 

○津波防災の日について知る 

東日本大震災を教訓として制定された「津波対策の推進に関する法律」で、

11 月 5 日は「津波防災の日」と定められています。これは、1854 年の安政南海

地震の際に、稲わらに火をつけて、暗闇の中で逃げ遅れた人たちの命を救った

「稲むらの火」の逸話にちなんで制定されました。この話はラフカディオ・ハ

ーンの作った物語や小学校の国語の教材として有名です。モデルとなった濱口

梧陵は、地震の後も被災者の救済や被害を受けた村の復興に尽力するとともに、

将来の津波から村を守るために堤防を建設しました。 
 

○津波という現象について知る 

 津波から身を守るためには、津波という現象について基本的な知識を身につ

けておくことが重要です。津波は、海底で地震が発生した際に、海底面の変動

がその上の海水に伝わり、波となって沿岸に伝わる現象です。津波には、水深

が深いほど伝わる速度が速い、沿岸に近づいて水深が浅くなるほど津波の高さ

が高くなる、湾の奥や半島の先端など地形によって高さが高くなるなどの性質

があります。津波は、沿岸でもとても速く伝わるので、津波を見てから逃げる

のでは間に合わない可能性があることや、高さ 50cm 程度の津波でも非常に大

きな力を持っていることなどにも注意が必要です。 
 
○津波警報について知る 

 気象庁は、津波からの避難のために、海域で大きな地震が発生して津波が沿

岸を襲う可能性がある場合には、津波警報や津波注意報を発表します。現在は、

全国に展開した地震観測網で 24 時間体制で地震の発生状況を監視し、大きな地

震が発生した場合には、短時間で震源やマグニチュードを決定します。そして、

その結果をもとに概ね地震後３分程度を目処として津波警報を発表しています。

津波の予測には、数値シミュレーションの技術を用い、データベース方式で沿

岸の津波予報区毎に予想される津波の高さを推定して、津波警報を発表してい

ます。 
 
○津波から命を守るための備え 

津波から命を守るためには、迅速な避難が重要です。そのためには、平時か

ら津波ハザードマップや津波の危険性を示す標識等で地域における津波の危険

性を知っておくことが重要です。そして、実際に津波警報を見聞きしたり強い

地震の揺れを感じたりした場合には、津波避難場所や津波避難ビル等の安全な

場所に迅速に避難してください。 










